
考査項目別運用表の見直しについて（お知らせ） 
 

令和２年４月１日以降の契約に適用 
 
 
工事成績評定における「考査項目別運用表」の見直しを行いました。見直した項

目と概要は下記のとおりですが、詳細は考査項目別運用表の該当箇所を赤書きして

います。 
記 

 
【 土木工事・営繕工事共通 】 

 
創意工夫の見直し  
・創意工夫で評価するものは、導入方法や期待される効果などが事前に施工計画

書に記載され、期待されたとおりの効果が確認できたもののみを評価する。 
・新技術活用（NETIS）の評価対象を改正し 2 項目に限定明示した。 

   インターネット上の「新技術情報提供システム」から「新技術概要説明情報」

と「活用効果評価結果」を出力して施工計画書に添付すること。（別添参照） 
 
法令遵守等の一部改正 
・総合評価落札方式の技術提案が履行されなかった場合の減点数を改正するとと

もに、途中で技術者を変更する場合の取り扱いを追加。 
 
 
 
【 土木工事のみ 】 

 
ばらつき判断の見直し（別紙―４を改正） 
・打点数 5 点以上をばらつき判定の対象とする。 
・ばらつき判定の対象や条件を明示。 

 
下水道工事の評価基準（品質、出来ばえ）を新規作成 
・検査員評価の「品質」に下水道工事（開削、推進、シールド、管更生）を追加。 
・検査員評価の「出来ばえ」に下水道工事を追加。 

 
「施工プロセス」のチェックリスト 
・施工体制台帳への下請け金額の記入を削除。 
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